
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

       

 

①  学力向上取組特別プラン（２月～４月） 

 ◇組織的体制を生かした短期タイムスケジュールを作成〔教務主任〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 現状と課題や方向性の共有を組織的な取組に 

 ◇12月評価問題の結果を受けての校内研修会を実施（1月） 

 ◇評価問題の細かな結果分析の実施（問ごと，ＡＢ問題別）  

 ◇学力定着の不十分な学習内容を全教職員で共有し， 

目標の設定や具体的対応を確認 

   例：５年生の算数科に関連する取組を強化 

① 月，木曜日の朝自習にパワーアッププリント，補充プリントを実施 〔担任が解説点検〕 

② 同日昼に学習タイムを設定し再確認プリント（数値変更版）   〔級外が実施採点指導〕 

③ 同日放課後に補充対象者を残して指導（数値再変更版プリント）  〔級外＋担任が指導〕 
 

●数値変更版・再変更版プリントの例                    ※全員が理解習熟できるまで 

  ①朝自習             ②昼の学習タイム         ③放課後 

 

 

  

 

 

 ４月の全国学力･学習状況調査，基礎学力調査，12月の評価問題の結果を分析し，各学年の課題を

洗い出し，授業改善に生かしていくという取組も，研究主任が中心となり学校全体で進めています。 
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他にも・・・ 

・家庭学習の強化 

・新聞を活用した指導 

・読書指導    等 

子どもたちに確かな学力をつけるために，そして子どもたちが持っている力をもっと高めるため

に，わたしたちは日々授業改善に努め，また授業以外にも様々な取組の工夫を重ねています。今回は，

そのような取組の中から，参考となる実践例を２例紹介します。 

いつ 

誰が 

何を 

繰り返すことで， 

子どもたちに着実な力を！ 



 

 

 

 

 

 

加賀市立片山津中学校 

① 学校全体で取り組む「全校一斉放課後学習」 

② 視覚化された「短期タイムスケジュール」 

実物掲示で，興味･関心･意

欲を高める！そんな仕掛けが

片山津中学校にあります。 

本校では，放課後学習を全学年で行っています。終礼を

含めて３０分間の実施です。教科担当者は，担当学年を越

えて指導したり，自分の担当以外の教科も支援に入ったり

しています。生徒が気軽に質問でき，個に応じた学習が展

開されています。また，学校全体で全教職員が協力して取

り組むことにより，部活動の開始時刻もそろいます。「学校

全体で取り組む」メリットを生かし，一体感のある取組が

実践されています。 

片山津中学校では，

「いつ，誰が，何を」

を一覧にし，確実な実

施へとつなげるよう，

全教職員で共有して

います。評価問題の結

果を分析し，正答率の

低かった問題につい

て再テストを行い，過

去問題やパワーアッ

ププリント等も有効

活用し，解説を充実さ

せて生徒の理解と定

着を図ろうとしてい

ます。定期テストや新

聞記事の活用など，こ

れまでの取組とのバ

ランスも考慮されて

います。 

全校体制で 

学力向上を目指す！ 

 今回紹介した２校の実践例では，「共有」や「全校体制」など「組織的な取組」が強く意識されて

います。「いつ，誰が，何を」するのかを明確にしたプランやスケジュールの作成も，その手立ての

一つです。 

管内では，学級・学年・教科任せでそれぞれに行っている学校よりも，「組織」として取り組んで

いる学校に活力を感じます。今一度「組織的な取組」となっているか確認し，児童生徒の実態に合わ

せて成果につながる工夫をお願いします。 

Let’s try 英語検定！ 

実物掲示で関心 UP！ 

いつ 

誰が 

何を 

春休みの 

課題の工夫 

過去問題の 

実施・解説 

評価問題の活用 

定期テストの活用 


